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新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケート調査 

 

この度はご多用の中、新型コロナウイルス対応に関する緊急アンケート調査に回答

頂きありがとうございました。短期間の調査にもかかわらず 49 名の会員から回答を

頂きました。アンケートの結果を要約させて頂きましたのでご報告致します。詳細

な集計は別にエクセルの表にグラフと共に作成しておりますのでご覧ください。 

 

１.発熱、咳等でかかりつけ又は初診患者が受診する場合の対処 

 １）発熱等あれば原則として電話してから指定の時間に来て貰う。   63％ 

 ２）上記の場合、電話で直接、感染症対応病院に行くよう指示する。  17％ 

 ３）インフルエンザの可能性が強いと思った場合は通常通り受診させる。10％ 

 ４）その他（記入）         6％ 

                          無回答      4％ 

この設問に対する回答は概ね予想通りでしたが、自院で受け付けないという方も

17％ありました。かなり警戒しておられることが分かります。 

 

２.指定の時間に受診、または直接外来に来た上記患者への対応 

 １）車の中もしくは隔離した場所等で待機させ、その場所で防護服を着て新型コ 

ロナウイルス抗原検査とインフル抗原検査を行う。    31％ 

 ２）車の中もしくは隔離した場所等で待機させ、その場所で防護服を着て新型コ 

ロナウイルス抗原検査のみを行う。                 0％ 

 ３）防護服無しでマスク（フェイスシールド）と手袋装着して院内、または車の 

中や隔離した場所等でインフル抗原検査のみを行う。        24％ 

 ４）その他（                ）          39％ 

                        無回答        6％ 

新型コロナウイルス抗原検査とインフル抗原検査を行うという回答が 31％、インフ

ル抗原検査のみが 24％ありましたが、その他と無回答で 45％を占めており実際に来

院された場合の対応はまだ分かれているという印象です。 



３.新型コロナウイルス抗原が陰性だった患者への対応（複数可） 

 １）インフルエンザ抗原陽性はもちろん、陰性でも偽陰性の可能性ありインフル 

エンザの治療を行う。                      14 名 

 ２）インフルエンザ抗原陰性なら感冒等の対症療法のみ行う。     24 名 

 ３）インフルエンザ抗原陰性の場合、新型コロナウイルス偽陰性の可能性がある 

ので保健所に PCR 検査を依頼する。                16 名 

 ４）インフルエンザ抗原検査をしない場合でも、インフルエンザの疑いが強い時 

はインフルエンザの治療を行う。                 29 名 

  ５）その他（          ）                 0 名 

                    無回答            2 名 

新型コロナウイルス抗原が陰性だった患者への対応はかなりばらつきがあり、最も

多かったのが４）の抗原検査しなくてもインフルエンザ治療を行うで、次が２）の

インフルエンザ抗原陰性なら対症療法のみを行うでした。 

 

４. 国から県に対し、保健所と各圏域の医師会でタイアップして新型コロナウイル

ス検査態勢を整えるように指示が来ていましたが、8月 28 日に地域の診療所で診察

から検査まで一括対応してもよいという方針が示されました。 

これについてはどのように考えますか。 

 １）医師会等で新型インフルエンザの時のように発熱外来をどこかに開設し時間 

を決めて医師会員等が交代で診察、PCR 用検体採取に当たる。    10％ 

 ２）医師会等で唾液による抗原定量検査が可能な検査センターを設置、診療所等 

を受診した患者の唾液を採取してそこへ検査を依頼し陰性なら再度受診して貰 

いインフルエンザ抗原検査を行って治療を開始する。         47％ 

 ３）診療所等で新型コロナ抗原定性検査キットを購入し医療保険等で実施する。 

ある程度のリスクはあるがその場で判定出来、対応も早くできてよい。23％ 

 ４）その他（              ）            14％ 

                      無回答          6％ 

 

国の方針はインフルエンザの流行期には診療所でインフルエンザと新型コロナウイ

ルス抗原検査まで一括でやってもよい（やって欲しい？）という方向になったよう

ですが、今回の結果では３）の診療所で新型コロナ抗原検査まで行うと答えた方は

23％に過ぎず、２）の唾液による抗原定量検査を検査センターに依頼するという安

全策が 47％と半数近くを占め、新型コロナウイルス感染リスク、風評被害への危惧



が大きいことを示しています。この結果が診療所での抗原検査が普及しない理由を

表している様に思います。 

今回の調査でインフルエンザ流行期における新型コロナウイルスへの対応に診療所

では慎重な対応を考えており、現時点では国が考えているような医師会レベルでの

統一的な対応は難しいことを示しています。今後の新型コロナウイルスへの感染動

向およびワクチンや治療薬開発によって状況は大きく変わっていくと思いますが、

この結果が現時点での皆様の新型コロナウイルスへの対応に少しでも参考になれば

幸いです。 


